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１．学習のねらい

家の近くの通り道、空き地、公園などでもゴミをよく見かけます。公共の場に捨てられている

ゴミに関心を持ち、環境美化に取り組むことにより、公共心を培います。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：通学路、公園等

（３）指導時数：３～４時間　　　　　　（４）指導対象：低学年～中学年

３．準備するもの

・ワークシート

４．学習の進め方

（１）学校の行き帰りに、道路や空き地でゴミを見かけたことはないか、あればどんなゴミが捨

てられていたかなど、話し合います。

（２）近くの公園で遊んでいてゴミを見かけたことはないか、あれば、なぜその場所にそのよう

なゴミが捨てられていたのか、話し合います。

（３）学級で話し合いが進んだら、週、曜日、時間を決めて、校外へ出てゴミウォッチングをし

ます。（ワークシートを用意していますので、参考までに使ってください。）

（４）ゴミウォッチングをした後、どうして身近な場所にゴミが捨てられているのか、また、ど

うすればゴミを少なくすることができるのか、その方法を考えます。

（５）安全な場所を選んでゴミウォッチングやゴミ拾いをした後、学級で話し合いをします。そ

して、ゴミをなくし環境美化のためにできることはないか、意見を出し合います。

（６）自宅近くのゴミ置き場はどのようになっているのか話し合います。ゴミに関する立て札や

看板を探して調査することにより、学習をさらに深めることもできます。

５．指導上の工夫・留意点

（１）校外でゴミウォッチングをする場合、ゴミを見つけることに夢中になってしまうことがあ

りますので、事故、けがのないように指導してください。

（２）むやみに地面に落ちているゴミを拾わないよう指導するとともに、手袋等を着用させてく

ださい。

【ワークシート】 ◇あなたの家のゴミウォッチング●

公園のようす

分類　ゴミ・リサイクル

題名 私たちのくらしから生まれるゴミ ～まちのゴミ～
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１．学習のねらい

学校の給食を残すことは、大変もったいないことです。あとの処理も大変ですから、なるべく

残さず食べることが大切です。一方で、給食の調理時にはどうしても野菜の切れ端などの生ゴミ

が出ます。この生ゴミは工夫すれば貴重な資源として活用できます。ゴミとして出し、燃やして

しまうのではなく、堆肥化して校内の花壇や畑の土にかえしましょう。

ここでは、給食の調理時に出る生ゴミが、微生物によって分解され、堆肥となることを知り、

物質の循環や資源のリサイクルについて学びます。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：花壇、畑、給食室

（３）指導期間：１か月～２か月　　　　（４）指導対象：中学年～高学年

３．準備するもの

（１）生ごみ　　（２）専用密閉容器（ふた付きバケツ） （３）ぼかし肥　　（４）土

（５）スコップ　（６）プランター　　　（７）シート　　　（８）ゴム手袋

４．学習の進め方

（１）密閉容器で生ゴミから堆肥づくりをします。

給食から出る生ゴミを専用容器に入れ、「ぼかし肥」をふりかけ、密閉しておくと、虫

の発生や悪臭もなく、土にかえせば堆肥にかわります。この堆肥で美しい花、おいしい農

産物をつくります。

①水気をとり、小さく切った生ゴミを容器に入れ、ぼかし肥をかけてよく混ぜます。

②密閉して２～４週間、生ゴミを漬物状態（嫌気発酵）で保管します。

③この間に底にたまる液は、液体の肥料（液肥）として使います。

④できたものは、土にかえして堆肥にします。

注）「ぼかし肥」とは、米ぬかに乳酸菌など有用微生物を増殖させたもので、生ごみの分解

を促進してくれるものです。

（２）プランターで（１）の堆肥を使って栽培をします。

①プランター内の土に対し、２～３割の（１）で作った堆肥を入れて土と十分に混ぜます。

②シート等をかぶせて、２週間は雨に打たせないようにします。（犬や猫、カラスの被害を

防ぐほか、においの予防にもなります。）

③堆肥を入れてから１か月以上おき、臭くなければ、種まきや苗の植え付けができます。

（３）花壇、畑で（１）の堆肥を使って栽培をします。

①畑１㎡あたり20㎏を目安に（１）で作った堆肥を入れ、土とよく混ぜます。

②最初の２週間は、シート等をかぶせます。

③シートをとったあとよく混ぜ、さらに２週間おいて臭くなければ、種まきや苗の植え付け

ができます。

（４）作業記録や観察記録をつける。

【ワークシート】 ◆◇まちのゴミウォッチング◇◆

あなたの家の近くの道ろやあき地、公園などには、ポリぶくろやあきカン、ペットボトルなど

がすてられていませんか。どんな場しょに、どんなゴミがすてられていたのか、ゴミウォッチン

グやゴミ拾いをしてまとめてみましょう。

分類　ゴミ・リサイクル

題名 給食から出る生ゴミでリサイクル体験をしてみよう




